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「縄文の森広場」「地底の森ミュージアム」利用学習報告書 

 

 

１ 事後指導について 

（１） 実 施 日 

  ・ 平成２７年 ５月１１日（水） 

 

（２）主な内容 

・ 社会科の授業で，「探検ノート」の答え合わせと補助説明をする。 

・ 体験活動や見学について新聞にまとめる。 

 

２ 送付する資料 

（１） 児童の学習後の感想 （５点） 

（２） 新聞（３） 

 

３ 個人情報保護との関連 

  提出した資料中の児童生徒については，個人名は伏せております。お取り計らい方よろしくお願いし

ます。 

 

 

 

担当：第６学年 教諭 佐々木順子 

TEL 248-3930    FAX 246-4259 



地底の森ミュージアム・縄文の森広場見学の感想 

 

                                                     仙台市立八本松小学校 

６年 

 

 旧石器時代の人は，今と違って家がなくても生活できてすごいなと思いました。ま

た，石でできた石器でここまで生きることができるというのは，とてもすごいと思い

ました。 

 縄文時代の人々は弓なども大事に使っていて，無駄がないと思いました。でも，今

の 

私たちは，壊れた物を直すのではなく，すぐに捨ててしまうことがあるので，縄文人

を見習いたいと思いました。楽しかったです。 

 

   地底の森ミュージアムでは，ビデオを見ました。そのビデオで見たように，旧石

器時代は，縄文時代とちがって家を建て暮らすのではなく，キャンプのように狩りを

して暮らしていたことが印象に残りました。 

  縄文の森広場では，家を栗の木で作っていることや縄文人はおしゃれだったことに

驚きました。どちらの時代も，その時代に合った暮らし方をしていたことが分かりま

した。 

 

 今回の校外学習では，学校では習わない旧石器時代の生活や教科書だけでは分から

ない縄文時代の発見がありました。土器作りでは，時間に間に合わなくなりそうで，

少し急いでやった作業もあり，あまり作れませんでしたが，なかなかない体験で楽し

かったです。 

 これからも，歴史の授業に興味を持ち，気になったことをどんどん調べ，歴史マス

ター（？）になれるよう頑張ります。 

 

 旧石器人も縄文人もその時代にガスや電気がなくても，自分たちが生きるために石

器や土器などの道具を使い，暮らすなんてぼくはとてもすごいと思いました。 

  ぼくがびっくりしたことは，旧石器人が原人ではなく新人だったことです。いつか

ら原人から新人になったのかもっと調べたくなりました。 

 

 地底の森ミュージアムでは，実際の植物などを見て触ったり，臭いをかいだりして，

その植物はどのような植物なのかがよく分かりました。 

 縄文の森広場では，土器作りで今のような機械がないのに，自分たちで知恵を使い

土器を作っていた考えると，昔の人はすごいということが分かりました。 

 

 

 

 



 

 

 



 



 

 


